
                                                         

「大規模公共事業事後評価調書（小本港港湾改修事業)」の修正について 
 

 小本港港湾改修事業に係る大規模公共事業事後評価調書を下記のとおり修正した旨報告します。 

記 

１ 修正理由  

  令和元年８月２６日開催の第３回岩手県大規模事業評価専門委員会において、度重なる災害により取扱貨物量が現在まで計画どおり推移していないことから、「事業の効果等」や「社会

経済情勢等の変化」はそれを考慮した記載とすべきとの指摘を受けたことを踏まえ、修正するもの。 

 

２ 修正箇所（対照表） 

 様式 15 

箇 所 修正前 修正後 

今後の課題等  

 

 

(1) 当該地区についての総括的なコメント及び改善措置の必要性 

 

  ①総括的なコメント 

 

   本事業は、小本港(岩泉町)に港湾整備をすることで、背後圏の良質な鉱産・林産資源の

物流機能を確保し、地域の物流拠点として地域産業の活性化に寄与するものである。 

   防波堤の整備により、港内静穏度も向上し、安全で安心な物流機能が確保されたことで、

新たな取り扱い貨物が見込まれるなど、今後の進展が期待されるところであり、概ね事業

の効果は発現している。 

  また、港湾利用者からは、今後、小本港を利用しての取り扱い貨物量が増大する見込み

であり、今後も地域経済の進展に寄与する可能性は大きい。 

   今後は、地域の特性を生かした物流の活性化に取り組んでいくとともに、地域産業の発

展のため港湾の利活用を進めていく。 

 

 

 

(1) 当該地区についての総括的なコメント及び改善措置の必要性 

 

  ①総括的なコメント 

 

   本事業は、小本港(岩泉町)に港湾整備をすることで、背後圏の良質な鉱産・林産資源の

物流機能を確保し、地域の物流拠点として地域産業の活性化に寄与するものである。 

   これまで、度重なる災害により取扱貨物量は低調に推移してきたところであるが、防波

堤の整備により、港内静穏度も向上し、安全で安心な物流機能が確保されたことで、新た

な取り扱い貨物が見込まれるなど、今後、利活用が進展し、事業効果の発現が期待される。 

   また、港湾利用者からは、今後、小本港を利用しての取り扱い貨物量が増大する見込み

であり、今後も地域経済の進展に寄与する可能性は大きい。 

   今後は、地域の特性を生かした物流の活性化に取り組んでいくとともに、地域産業の発

展のため港湾の利活用を進めていく。 

 備考：修正部分は、下線の部分である。 
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